












主として小児を対象とした原発性免疫不全症候群の全国調査登録を,質問紙法により前年

度にひき続き実施した。 

また,すでに登録された症例のうち,情報の十分でない一部の症例については,再調査を施

行した。昭和 57 年 1 月 20 日現在の登録症例数は表 1に示すごとくである。 

すなわち,男 409 例(71.1%)女 166 例(28.9%)合計 575 例が集計きれた。これは,前年度に比

し 32 例の増加であった。これらのうち,58 例(10.1%)が初診時 16 才以上の成人例であり,

その他はすべて小児例であった。 

新規登録の比較的多かったのは,好中球機能不全症や補体欠損症であり,従来症例の報告が

少なかったこれらの領域も,次第にそれが増える傾向にあるものと考えられた。これらのう

ち代表的な病型についての症例の詳細について,さらに集計することが要請されているの

で遂次実施する方針であるが,本年度はまず重症複合免疫不全症について第三次調査を行

い,53 例についてこれを集計した(網内系無形成症の 1例を含む)。 


